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f三旧学会雑誌 J 67卷 9 号 （197禅 9 月）

不明に終ったことも問題である。そのため,具体的に 

古河鉱業がどのような被害を与え，それにどめような 

貴住をもつのかということももいまいのままになゥて 

いる。

さらに，いわずもがなめことであるが，この詢f# に 

'かかわるのはギ里田地区の農民971人 の み で り ，他 

. 地!^の農民の間題はまっすこ<  今後の問題とじてのこさ 

れていることも忘れられない。この点は，-毛里旧地区 

の根絶同盟会が今後他地区といかK1連帯しいかなる 

殺j l iをはたしていくかにもかかわる問題力ある。

以上の調停条項そのもの間題とほ別に,毛里田地 

.区鉱毒根絶同盟会としては, 調停を受諾しf c ことによ 

り，当然ながら新しい多くの問趙I かかえこむことに 

もなった, たと£ ぱ, 一括払いとされ/ i 補償金の配分 

問 題 (こ©点にかんしては，補憤:金が被書[Dj積に応じて配分 

される方をとるととで，7 月 1 日から戚詢に分配作業がす 

すめられているが) , 先に指摘した渡良瀬JII沿さの他地 

区さらには全® の反公言ffl体 * 運動との速帯の問題， 

公害 ‘鉱毒の「根絶j をめざす団体である以上，根絶ま 

で今後もさらに運動を展開する必寒があり,じぅさい 

に調停成立後も根絶同盟舍はさらにipS広い運動を展開 

することを訴えT いるように, 今後の運励のすすめ方, 
調# 条項にある公害防止協定のi b りガ•内容にもかか 

わる力;,将来の鉱毒発生にたいする対策や渡丧瀬川の 

水質基準強イ匕の要求きがそれである。こぐでとくに全

国の反公害団体• 運動との連帯を, 根絶同盟会につ> 
ていうのは, 足尾の事件力*、近代め公害第1 号事件とし 

て, きわめて重味をもっていること，および水侯病,
イタイイタイ病，土呂久敏書等や諸鉱山の公害のよう 

に/^体にも目にみえて被害がおよぶぎ例だけセはなく> 
主に農作物や士地にたいする被書のような事例にも， 

資本は⑩廣を♦ざるをえなくなる)bji況の到来を象後す 

る填仲やあるととにかかわっている。

もちろん，古河鉱業侧にとっても，以上の根絶同iii 
会にとっての間題が, 裏返しとしてではをるが,はぱす 

ベてが力あってくる間M であることはV、うま力もない„
以のように，本年5 月1 1 0 の調停の調印は,足尾 

鉱毒事件をめぐってゆじめて双方が'合意，受諾する到. 
達点であったということ力tいえるレ多くめ間題をりこ， 

しているとはい免ンその点は否定すること•できない 

成果である。これを有力なま免に, なお4 後̂にのぐさ 

れた多く:の問題にたいしても,根絶同盟会および友公 

害連動は解決にまい進しなくてはならないだもう。と 

く i t , 反公言思想の普及も 'かかわらず,なおわが国 

の政府や資本家には, 成長’第 1 主教や公害にや:いする 

根底からなをだ省がみられないことを考えれ略ここ . 
で運動を終りにすることなく，さらなる努力が必襄と 

されるでもろう。 '
\  (経済学部助教授).
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デエイヴイツド • ヘイ,箸- \
『シ フ イ 一 ル ド 地 域 の 農 村 鉄 如 工 業 者 J1*
一 -産 業 革 命 以 前 に お け る 農 村 工 業 の 研 究 一• : . : _ . ，：，：， ' ■. . ノ  ̂ . . .David Hey： The Rui^l Metalworkers of the Sheffield 

Region—A Study of Rural Industry before the Indus
trial Revolution一 （Leicester. University Press,.1972,
pp: 60)

本書は，次のようなま成がとられている。

I 序

'口：..農ポ兼営経済 (A Dual Occupation)
1‘ i f 般洽エ

2 . ガ物般冶:！: '
H I、お《 0 ：

I V 敷釘業の組織， - '
V エ寒化り/^休 '•

' .さて，表題や構成からも明らかなように，.本書ゆ，

4 •世以来のイギリにおける製鼓 ‘ 鉄加工業め-^大中 

心地であり，特に刃物の製造をもって知られるシ-フ 

ィ一ルド地域農村工業としてく展開した鉄加工業 

を, I 6〜imii：紀の謙 . 冗物製造業及び製が業を中'1̂、と 
して考察することにより，; この地城におけ•る工業化の 

母体，産業蔡命の基盤i しての農村工業,更は農村 

社会の意義を明らかにすること'を意因したものである。 

' すでに搏摘され,また本書でも述ぺられているよう 

に，立地条件に恵まれたシatフイルド地域の鼓加工 

築は，すでに13, 4 世紀にぼ後世と類似の分ホを示し

ながらチg - サ一の『カンタペリ物語J において言及 

されるはどの# 塵物としての名声を傅1 ^ ,吏にi6 ia：紀 

までとは国家的なk 要性を確立しで製鉄部門の究達を 

促し , こうして17世紀前半には四部;' クドランズ（バ

- ミンガム地域-'*:シi ロタプシ.ヤ.)， ウイ.—ル ド （ロ.’ン.ド'ン
を中心とするサセククス‘ ケシト等柬南部）地域と並ぴ立 

つ製k  . 鉄加：!:業のS 大中心地を形成するに至ゥたと 

されすいる。 しかしイ也方では,西部ミッド、ランスぷの繁 

楽の前に，市民革期以降まず射® 貴-族層を所有'経 

當者とするゥィ一ルド地域力，、森林の粘海もあゥで急速 

衰退し, 次いで18世紀前半にはシ:n プィルド地城 

も停潜から更に衰退の方向に•転じ*t いく ^1ともまた, . 
指摘されている。そして本書の叙述に多くのi t 重を占 

める製I I業に関しては,当時の鼓加工業にめるそり 

：量的比重が相当のものであり, 18世紀前半にぼ小規 

マ二ュが多数成-良しつ'^あったとされながらも,他め 

鉄如工業諸部門と比較した場合技術的にはなお低位の 

段階にとどまり，経営規模の拿細塊と相俟っズ保守的 

な問屋制前貸人に•活 躍 の 場 提 供 しすこすこめ, 般 に そ  

め値向にちゥた鉄加工業のなかでもとりわけ業資本 . 
の発達が遅れた部?gであったこと，従って資本主義の 

発達と '̂ 、う挽点力、らは, 奴釣■業をもゥて1S世紀の鉄加 

工業の事情を代表するものとして辑うことは妥当であ 

るとはきえないことが指摘されている■>更にその場仓* 
このシ =̂ フイ^ ルド地域の製鉄 . 跌加：!：業のぎ退の原’ 
因としそ举げられているも<?)をみると,製鉄業の市場 

としての鉄加工業諸部門が,最も長期間にわたぅて取 

実上の権威を維持した強制的な組合とされる「59物製 

造業者担合J the Cutlers* Companyに包摂されてゆく 

過程で守10的性格ジ強め, 生産も停滞的i なったとと， 

更にそれ対応して製鉄業が停滞.寒退を来したのみ 

ならず,製鉄業ま体にぉいても技術的停滞と守旧化が 

キの市場をますます狹驢なものしてV;ゥたこと，な 

どが基本的な要因とされているのである。

* 著者のヘイ氏は, . レスタ一大学. イギス地方史学科(p農爱吏のResearch F ellowで ひ , 本書もアラン.ュヴェリタ 

トの編集になるoccasional papersの第:;:集 . 第5 冊として刊行されてぃる。木書は箸者がレスタ一大学にF ellowとしそ 

奉職中に行った研究の成果であり, 当時レスター大学にLecturerと.して3^職されていたピ一ター，マサイプス教授の助S' 
に対して, , 感謝の意力壊されてぃる。ペイ氏は主として南部ョークシャの地域史研究を填めておら;fVをキうであり，割乍ぐ 

.しては'The 1801 Crop Returns for South -Yorkshire' (Yorks, Arch. Journal, XLII, pt. I V ,1971),The Village of 
Eccl^fleM (1968)など©はか,，# に本書の基'礎をなす >̂のとして. 'A...DualEcMjnomy in ^uth Yorlcshire' (Agricultural 
History Review, XVII, pt. II,' 1969) pp. 108-119が.拳げられt ：ぃる, ただじ/ 半;與半:t の農;t：兼Mの状態を表:b すものと 

して前稿ではた: ia緒檢J ‘dual economy*とん、う月j報が用、られて、、たのに対V ,本書では低購Pflの問题との混同を避け 

るために‘dual,occupation，/び農:]:兼>ぎ経後I と訳出y に 改 め ら れ て ぃ る , ，

法( 1 ) 以上の諸点にクぃては, 特に大河内魄男プ近代イギリ;<経済史研究」（岩躲書/ , 1 9 6 3 ) ,ポール. マントク著，徳 

増，井上，迪廣訳 r錄 IfL命J イ東洋経済新報社, 1964) 369-428, 508-510K (Paul Mantouk, The Industrial 
volution in the Eighteenth Century, new and revis^ edition, 1968) :.. ’ . . .ご- ' . . - . . . . . . . . . . .
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それでは, 、ン* プィ一ルド地城の製鉄.鉄加工業に 

ついて従来指摘されてぎている以上のような推移との 

ほ)速において,ヘイの問題設定をどめように趣解した 

らよいのやあちう力、。或いは，こり;H!i域において農村 

エ紫（鉄加:!:業) がその工業化，産業革命の基盤になっ 

たという患合一周知のように，こうした発想自体は 

むしろひとつの述説的立場を占めるものであるが——  
このヘイの主張はい力iなる意味においてなされている 

のであちう力〜

ペイの所説の概要を紹介するならば,以下の通りで 

ぁる。

(りまず分布についてみると，農村鉄加工，が集中 

的に行われたのは，第一̂に，リプリーからリーズ，ゥ

ィクプィ一ル V \ バレンス，リ一を経てpiザ -' ラムに 

35 る線で炭層砂岩地帯. coal-measui^e sandstone region 
を-二分した場合，キの西侧で耳つコルダー川以南め酪 

凰業に重点を慮く混合農業地域，第二に同じくコルダ 

一川以m の牧窜経済を営むペナイン山脈の山麓丘陵地 

带 the Pennine fo o th ills ,これを襄するにコルダ~川 

以1̂‘/ の地味瘦薄なシ：>：プィールド周辺り大教区におい 

てであり, a リ肥' で穀作農業に適する東部では,-.こ 

のような'集'中的展開がみられたことは曾てなかったと

ここに言うシエプィールド地城とは，ほぽ北はコル 

ダー川かち南はスT 一 プ!)一 までの地域を包括する， 

南部き-^クシャ及び北部ダービ一シャのこれらのシエ 

プィ" ルド周辺教区を指し，シュプィールドを中心と 

する半径10マイルほどのこの地域{'こに 1672年の炉税 

徴収報告によれ，ぱ 6̂0 0近 、銀冶仕事場が存在した。そ 

して，確かにシュプィ一ルドのタウンシップ内にも鉄 

加工栗者のョリ高い分布密度ー广しかもそのネ部分は 

農場をもたず, 4 分の3 が2つ以上の家内鎭冶炉を有 

する一をもゥて都市加工業力’、営まれたが,鼓加工業 

者の-人-部分は農村乃ぎ半農村に居住して概ね1,2 の 

家め撒&炉をもって農工を雜営し, 16, Y世紀ともなれ 

ぱ製品別の明瞭な地域的特化をみせ'^つ-ャ"工業社会を

形成していたととが指摘されている。

( 2 ) 次にこの地域の鉄加工業り立地条件としては, 
懷鉱炉用木炭，諸種産鉄 . 敏洽用石炭.研愈用础石な 

どすベての原材料の地域内供給,及び動力ギしての 

ペナインパ!水流,伝統的な技術とそれまでに投下され 

た資本め所在な従来:単摘されてきている譜条件が 

まず拳げられ，それに対する制約条件は一特に,ド 

ンJIIが航行可能となる1730年代以前め一 -交通の不使 

のみであったことが指摘されて、、るが,とれらにも増 

してヘイが重視するのは4̂ ースグによる農業社会ま型 

という視角で、あり，農村工業め分布と特定の社全構造 

との合致という事実である。すなわち，この地^|^の農 

村は, ， しい数のg 由保有農やそれと殆ど同等-の安定 

した保有権を有する勝本保有農が小規模農場で牧畜経 

済を営む, 小農民の人口制密な社会であり，その限り 

でサースクの指する半農半エの手工業者による農村 

工業の繁栄のための条件を満:^すものであった。 しか 

もヘイによれぱ，同様に兼業農民'part-time farmerで
るとはいっても，ハリファックス教区の辕布エやバ 

- ミンガム;域の金属加工業者に較べると農場収入は 

この地域v b m 、て S リ大きく，それに対応してこり地 

城の農村鉄加工業者はョリ富裕な状鶴に^>ったという， 

. ( 3 ) さて, 加工業の個別部門に目を転ずると，ま'^  
鎌錢冶工の事例として举げられていをのは主として16, 
7 世紀の北部ダービーシャのそれでま) るゼ、、南部ョー 

夕シャをも’含めて•との地域0 すべての農村鎌般治，研 

磨エが，そめ他のあらゆる借地農手工業者cmfteman- 
farm erと様,小農場を有しで半農半エの農工兼営経 

済を営んで1/、た。その規模は，ひとつの鉄床と馳とを 

もって自ら作業に従する者が多く， 2人の者力職ハ 

ムマーを使用して1 日に5 ダースの鎌の刃を生産した 

ゼ、 それはなお季節的な活動にとどまったとされてい 

る。 しかしダービーシャのノ一 トン教区^-少なくと 

も16世紀以降，，この地城の鎌の生産を事実上独占した 

とされる一 r は,小慮傭生から吏にはM嫌業も與織 

的に営むョーマンやジ-ント'レづンの製造業者が蒋在 

し,彼らは各所に研磨用水审やi [冶位まて場‘請道具を 

有して, 彼9 ために鎌を生库する娘治，研磨エに対し 

て諸設備を貸贷し，数百-^ニキにのぽる各種の鎌の布

注（2 )  Joan Thirsk, Industries in the Countryside', in F. J. Fisher cd., Essays in the Economic and Social
History of Tudor and Stuart En^and, 1961, pp. 70-88, do., 'The Farming legions of England', in J. Thirsk ed., 
The Agrarian History of England and Wales, v o l . I V ,1500-1640, 1967, pp. 1-15, d o . ,鶴川藤訳「イギリ转ホに 

おける農村工業（講恥 J (3*/教67号, 1972) 4〜10K。なお，E.L, Jonefe, *Agrieultural Origins of Industry'. (Past 
ahd Present 40,1968) pp. 5 8 -7 1をも参照，

72(810)
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liftを各所に有していだととからも窺えるように，相当 

規模の生産を行ってい:/̂こ。その原料鉄は，アタークリ. 
プ银鉄所を中心とする製欲jTr (•■シ：t̂ フイールド♦グルー 

プJ)を賈借営する地城内の製鼓業者によって供給さ 

れる-^方, 躺品I t専ら北部のilf場ゆ'に売却され,クス 

ターシVの鎌製造業地域との間にほ明瞭な市場の分割 

がみられたとし、う。

(4 [ 次に與村ガ特製造業地城の洲としては，17, 8世 

紀南部さ一クシャめ .ェク 'レズ'フ:イ ル ド 教 区 （炭層砂. 
岩地帯）及びスタニ 'ノグトシ ' タクンシップ (ぺナイソ 

山脈裔举地帯〉力’谱げられている。主として安 filiiな普及 

品の生産に従事しや;蕴村刃物般冶 . 研磨エは , プc < 0すS： 
かにョ一マン織元と同等の地位にあるョ一々ン刃物般 

を：t を含みつつ概ね小農場を有して農工兼営経済を営 

み , 平均総遣産額に占める農場資座の割合は26〜40% , 
鎭洽諸道具の割合は13%であった。

とれf■ご封しで，高級刃物の生産に特化したシk タィ 

.一ルド市内灰び隣接のアタク .リ，フ . タウンレッ 'プで 

は，1?世 !^末からI 8世紀お?頭{"こは鉄加工業者を中心と 

する請手工業者の比重が旣にネ目当の高さに達し,諸般 

冶工が農夢をも兼営する機会はョリ般定されたものと 

なっていた。 自己め収入を捕うべき農場資産を有する 

者が殆ど存在しなかったため，たとえぱ 17, 8.世紀め 

アターてクリフにおける鉄加工業、者の平均総遗途額は農 ' 
村鉄加工業 i t み 4 分 の 1 やあり，それに応じで生活水 

.準も低かったという。.，'.
シフイ一ルド肩辺帯のハラムシャ地区に対して 

は, I 624年を r刃物M造業者組合J の諸規則が認可さ 

れ，17世紀後期には釘銀洽エを除く諸鎭冶工をも加え 

た rカムバニ‘ J として守旧的镇向を強めでいくこと 

ゆ る 。

ほ) さて,すでに述ぺたようにヘイは本書の多くの 

部分を翦釘業の叙述にあているが，このことは，地 

域 及 ぴ 鉄 加 ：! :業自体に占さる製あJ•業の比重や,製 

■業が地域内の製鉄業 (港:i の産鉄の多くの部分を消資 

してそれと密# F可分のn it系にあったと!/、う取まや，

5 iには .中遊の借地盤お翁冶土，naile.r-farmer--̂お商人 

imilchapman (仲賀人middl她a n )のなかから渡:業 

期の新たな工業指導者(製鉄業者）瘤が齋出U■こという- 
事!^にもかがおらず,従来それが不当に看乃至過少 

評価されてきたという，彼め主張にもとづくものであV • . .，：，
: .. .

16?2年にシェフィ" ル ド地域に存在しすこ600ほど

银沿化?jl：填のうち製釘用のものは1 0 0 をk えたが，製

ぼ業は創業のだめの熟練と資本を殆ど必要としない, 
において，農# 叙:加工業の.なかでも最も農村的なもの 

であったとされ,‘ r刃物製造業者組合」にも結局加入 

せずに終った喷一*の部ドgであた。その，t，心地城は刃 

物製造業地城め外他に，そして地城内の截数所の数  々

.イル以内に置し特に离地地带Hig叫 nd Zoneの祥 

染地及び森林地め夕!•ぜ散村outlyinだ:hamletsにjVれ、分 

资鹿をもぅで繁栄したという。更に，製蛋了業の̂^̂心 

地としてのェ夕ルズフィ-Vレドの繁楽は, こうしお#  
鉄所や☆通路の配置もさることながら，何よりもまず

たという事まに塞づくものであ力た。製Hi業や刃联?製 

造業の場合と同様に,製釘業もまた歉ト業農民によりて 

営まれたが，こ 農工兼営経済においてゆ農業の占め 

る比重がヨリ大きく，従って当然めととながら,収獲 

湖には釘の製造カ冲止される本来的に季節的な，寒で 

あつた。また釘殺叙：:の問では, そのなかに少数の；;を 

度に‘-in"A mild sort of w a y 裕福な者を含みつつがな 

，りの貧富差がみられ, 特に小M r銀洽：o こ出自する:t  
立った釘商人naiMiaplmanはある極度め資産家で,ま 

- シやジェン,トルマンや地位あっおことが指摘さ 

れている。 , ：；
( 6 ) すで!■こ述ぺたように，シフィルド地域では 

加工業の翁達にタ视; しで早くから製鉄業が営まれ, 17 
世紀中葉以降には,しばしぱ最大級の土地所有者の所 

領に所在する锻鉄BTr及び截铁所を貴-借した. ジェント 

リ的地位にある地城内の製iJi業者によゥて，鉄加;E業 

者に原料鉄が供給されていた。ただしその場合, 製  

釘業を除く地城内P 鼓加：]:ぎ譜部門secdndaiy metal 
tradesが，IS世紀をてメ、ルを介するスウェ~デン 

及びロシア産のヨリ良質な原料鉄の輸入ぺの依存度を 

ますます故Iめ, 特に1マ50 年代には r刃物製造業者組 

合J がアメリカ速鉄の持続的輪入を請願して地域内の 

製鉄業者と対立したのに■对 し 17, 8 世紀の翦釘業は 

地填内座鉄の大きな部分を消費したのみならず, 1720 
年代以降には製め•業そめものが塊破内製鉄業者のもと 

に組織されて!/、くこんが指摘されている„ 本書におい 

ては主としてとの製资了業:との関迪r おいて,お鉄業が 

取り举げられセいる。 ’
さて, 南郁ヨークシャ及ひ，北部ダービーシャり旧来 

の製鉄業は，鉄被山. 木廣用森林• . 銀鉄所.
〔截鉄所〕からなる製鉄業の小グル-，プが,スペン 

サ家の活動をMじてプ述のバマトナシップにより 

て相$ に結合され，とうしてi7iii:紀後助まで'には,姻
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戚関係とク力一の信仰とによって緊密に結合され 

すこ, スペンサ家を中心とするジんシトルマン製鉄業 

.者 gcjntlemen-irbiimasters .’の.グループ .‘Spencet Syndi
cate' の掌掘するととろとなゥた◊ パートナーシジプ 

はたえず変イ匕したが，スペンサ家は常時カロわると同 

昨に可能な腺り持分を増大しとの地城の代表が;な製 

数業者としての地，を築いた,とされてV、る。この製鉄 

業の中核はワ- トリ一, アタグリフ，スチ"プリ一 

に あ り，たとえぱ1690年代のアタークリフ . グル"プ 

は，鉄缺 と fry in g -p anをロンドンを始めとするヨリ 

遗隔地の諾都imご売却する"-方, ; 样鉄,棒铁及び锻 

鉄，線材w ireは，それぞ地域 f t の針鎭冶：! : , ガ物， 

，.鎌般冶工，，針金イ申線i c  W|rレdraみザIこ供縫.していた/ ;
£|,V-に17世紀末のワ~ トリー及びロサ，一ラムの截鉄所 

it,南部a 一 グシャの釘般洽エに対する样鼓の唯の 

供!^者であったとされ，両鶴数所からの禅鉄の総売却 

額のうち'8 %弱がシcdフィ一ルドの为物仲買商ザtlかy 
factorsにう’[iられたはかは,.残り'の大分が地城内農村 

の釘商人を介してお厳冶工に供精，消f されたというろ 

し力、し1725年以降には，製欽業者の集団‘Spencer 
Syndicate*,のバー.トナー乃至はX づシサ:^みずか'らが 

製多T業に進出する，という変化がみられすなわち，• 
スぺンサ一は, ：6•庫を有するハウプルック在住め代理 

人ダードンの直接督下に, 射館!治:!:を肩用する小製 

タr x 場を経常する一方, ダートべノや地域内鼻村の釘商 

人との問に，釘錢冶工に対す'る前貸しとその製品m y  
のィぶ柯とを代行する樊約を結ぶことによって, 射愈[冶 

エをそれぞれの娥治仕事場でスぺンサのために生産 

するt'Jこ七-職丄 outworkersとして広く'組織するという 

ガ法をとった。ただし，そこでは同業者間の労働力争 

痛カ̂^̂了撒̂ エ̂の立場を強化しまたU 商人が样辣の購 

入先やねの売却先をみずから決定しつつ独立的に活動 

したととも，指摘されている。そしてダードンr より 

集荷されたをJは,ロンドンの代理人を経由してロンド 

ンり金物商に売却され, あるいゆアメリカに輸出され‘ 
て，ロンドンはこの地域を製ね業め主要市場をなして 

いたが，北部諸州もますこそP 市場としてffi耍な地位を 

占 め た と い .

さて，再ぴ本壞戾るならぱ，シゃプイ一ルド地域 

における農村工業の意義に開する前記のヘイの☆：論は , 
以上の骨子をふタえつつ，その識t に•即して理解すを 

限り，次のような意味においてなされていると言いう 

るでもふう。すなわち, 半農f の借地農館!洽エりも 

とでの '「'_]、保有地と欽-加工業の複合丄smaliholding ahd 
industrial com plex,「牧ま経済と’鉄 . .鋼の加X 業とi■こニ 

重に基礎をおく農工兼営経済J, r燕工業が幸福に結合 

i れた健全な経済J —— これが,その初期には比較的 

農工め均衡を保ちつつこめ地域の;®村鉄加:!:業の繁栄 

と铁加工業者の豊かな生活水準を実現L , 穀fk k 域よ 

りも貧ぎの藤! ! の小さい広巩な r民富の?^成j を推し 

進める基盤となったのである， 'と，そ して更に,鉄加 

：i ：業の繁栄と製釣■業に始まる徒弟奉公親制の無力化と 

' が, この地域の人口を他り地城に先行Lて増加させた 

ことによって18世紀前半には農地の不足を来し，また 

19世紀以降，鉄加工部門において機械制生産が普及す 

ると，若干の例外を別とすれぱ基本的に農工兼営経済 

として營まれた旧来の農村数加:！:業において, t ' f m  

業部門の比まがますます低下し,次いセ家内生産その 

もの力*、崩壊，掃滅されていくが, その過程において， 

旧来の農村鉄加工業はこの工業化の指導者，労働力, 
技術的熱純, を下資本の多，くの部分を提供しかくし 

てこの地域における工業化の母体,蜜業革命の基盤と 

なったのて，ある, ，と* このととは,製鉄部門において 

18世紀中葉を画期とL てスぺンサーを中'C>.とするジェ 

ントル- r ン製鉄業者による旧木炭製鉄業が衰退する一 

方，. クォ‘ 力..一兄弟 Samuel and Aaron W âlkel?_やプ 

- ス John B oothの如きIS世紀後半の新しい製鉄業者 

層が堆城内農村めr借地襄釘锻冶工J, r小襄叙愈治:ijj 
を基魅と'して，特Iこ小規模に創業し長期間製釘業に従 

事した家族に出自す今釘〔仲買〕商人層のなかから, 
輩出することを意味していた* しかも, シX プイール 

ド自体はとの地域におけ？>す力と臺かさにみちみちた 

新しい:I：業中心地J , 実 質 上 の 【‘農村の:I：業町j とさ

'法（3 〉 以 _h の点にづき，’,ん R aistrick  and B, Allen, .'The South Yorkshire ironm asters (1690-1750)' (HJconomic History 
Review, old s e r ie s ,I X ,193^) pp. 168*472 .を.も参照，なお木輪文につV、ズは，大嫁久敵 . イ‘ストリツク.，...アレ,ン. 
『お や ，クシャめ製鉄業者 (1690-1マ5啤 ).,j (r経済学論集J 10の3 , 1ね0 , の も r大保义雄箸作集J 第 5 巻,岩波廣 

JH ,1969, 250ぐ 56：@[)において紹介されていも •
( 4 ) - ん Haistrick. an<TE,.-All縱 .0D, eit" .i)p .'176-185 .をも翻翁，

( 5 ) ピレンヌ着，大塚*中木訳 r資本生殺発達の諸段階J (東来社,社姚学ゼミナール1 , 1955) 50, 92真, ’. -..... .7 . . ： ..... . ■'
•  ' 74 {812) T*"~ •
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れ て い る の で あ り ， ベ イ は 摩 業 J ザ こ 命 の 推 進 主 体 と し て  

の •シ ;C ク ィ 一 ル ド の 冗 热 仲 賈 商 人 層 の 役 割 ， 及 び 一 一  

4 «産 層 の 広 な 欽 • 製 品 需 要 と 並 ん で ー ァ メ リ カ 市 場  

• ^ 重 要 性 に も 言 及 し て は ^ 、る が , 都 市 刃 物 仲 買 商 の 多  

く 力 '; ; i 村 鉄 加 工 業 者 に 出 自 じ ， し ぱ し ぱ 新 た な 製 鉄 ♦ 

製 鋼 業 も 創 始 し て 農 村 エ 樂 ー 産 業 資 本 の 利 害 に 密 着 し  

た # 在 で あ ゥ た こ と も 指 搞 さ れ て お り ， 甚 本 的 に は  

曾 て 大 塚 氏 が 指 摘 さ れ た イ ギ リ ス 農 村 工 業 史 上 i■ こ お け  

る 「北 部 画 」 の 典 型 的 な 例 と み る こ と が で き よ う 。 .
以上のような意味において，ベイは，イングランド 

北就やミッドラシズでは小農娘治：!:による廣エ兼営経 

済力ぱ業イ匕の母休となったことを指摘するのであり， 

そめ論旨展開においては,資本主義の発達とう視点 

ぱ必ずしも明!^でないが，墓本的には大河内氏が西部 

ミ、y ドランズ地域にっいて明らかK：されか製鉄業の小 

生産者的発展の基本線を, シエフィー,ルド地域にっい 

T も確認するものとなっている。他方, 一国的i i 点で 

みるならぱ，ツエフィールド地域は基本的に■刃物類を 

中心とする鉄加工業地城であ)り，鉄鉄生産の比重は必 . 
ずしも大きなものではなかった。 また, r刃物製造業 

者組合J による規制と守旧化（ハラムシャの刃物製造業者 

は，18世紀中葉以降ハンツマンによってアタニクリフで生産- 
された鋳 の購入を， その初期には拒絶じたとされている)， 

独立家内生産者の厳固さと繁栄,製針業の比重とそこ 

Iこ君鶴するジ么シトルマン製铁業者の存在などは，こ 

め地域における摩■資本主義の発達を遅らせる要因と 

なり，新 . 旧製鉄集章の交替期もI8世紀後半であった。 

しかしながら, レスター学派の立場に立っ著者は,産 

業 の 地 域 的 な ，また部門別の多様性を強調する一 

方，ラスレットやメンデルスの見解に依抛;しつつ，こ 

の時期を,「原生的な工業化J proto-industrialization—— 
伝統的な小規模の工業組後形態のもとでの，人口増加 

による過剩労働力に支えられた生産の增大一の局面 

として評価するのである。 .

四

さて,最後に近世日本の鉄加工業との比較におぃて 

與味深く思われる点をぃくっか指摘して，本稿を終え 

ることにしたい。 ■ '

まず第一に住目される点は，シ：《：フイ一ルド地域の 

場合には農村工業としての鉄加±業が製鉄業と密接な 

関連をもって同一地域内忆営まれ, しかもその産|̂ ミの 

多くの部分を消費してぃるとぃう事実である。これに 

対し近世日本の製鉄壤地帯におぃても，特に後期に 

は铁加：！:業め一定度の発膝と産换の地域内流通，消費 

量の增加をみるが，近世日ネの製鉄，鉄加工業は甚本 

的には慕藩制的分業. 市場関係の一潔として，すなわ 

ち，特権を付与■されると同時に導売統制下におかれた 

「特殊経営J としての中国地方請藩における製鉄業と， 

中央の三都及ぴ辦を中心とする都市（城下町)欽加工業 

とぃう立地上の分化, 及び両者を結ぶ,特権的鉄商に 

把握されたま鉄の隔地間流通とぃう形で：出発したの 

であり, 近世中. 後期には— 藩権力にょる直接的統 

制策の緩和と対応して—— 製鉄業地帯と地方に新たは 

形成された鼓加：!:業地帯とが直接の交易圏にょって結 

ばれ,更に幕末期には再び強化された諸藩の統制策が 

むしろこの傾向を助長したとしても,この基本的特質 

はなお残存するのである。：

' 第二に，とのような立地上の分化一:社会的分菜の編 

族と対応して, 近世日本における製鉄業者と鉄加:!:業 

者と< 6 間には觸然たる区別があり, シェフィ一ルド地 

域の場合とは異なって，そとでは農村鼓加工樂者乃至 

はそれに出!る鉄製品問屋が製鉄業者へと瑪長する 

場合も,また逆に製鉄業者が鉄加工業を兼営する場合 

も, . 殆どみられなかった。

. 第三に,これもまた以上の点に関連することである 

力V シ :C フイ一ルド地域に農村鉄加:！: 業力'魂中的営

注（6 ) 大塚久m r近世経済史上だおける農村工業一一とくに西日一口ッバについてJ (大塚久袖「近代資本主義の系譜J ,第 

9 , 学生1城;，1947,のちr大稼久雄ま作集J 银3逸, 1969, 297〜313頁)。 ‘
( 7 )  Peter Laslett, 'Personal Discipline and Social Survival’‘ in P. Laslett, The World we have lost, second edition 

1971,p , 157, Franklin F, Mendels, Troto-industrialization； The First Phase of the Industrialization Process* 
(Journal of Economic History,: XXXII, N o .1,1972) pp. 241-249.

( 8 ) この概忿につ、ては， W A 木偶之介r幕藩制の構造的特数J (r歴史学研究J 245号, 1960) 9 頁, 问 》■韻蒲権力の甚 

礎もV處 —— 「小農』Iお立と5[缴 一 《御茶水創);!，1964) 28〜31貝。なお，巾兆信參「幕蒲社会と商品流通j (腐!恥 

1 9 6 1 )138〜142貝をも参照。 . ；

( 9 ) 近 ILI:I I本にお!̂ 、でも, &  • 維新期に小鉄師（り}y 脇 '小级伽' J カ至—— 木来の意!̂ }̂ こ,おける鉄制ではな\^、が—— -「農 

民め網商人J ) の族生がみられ, また近ill:後期には廣鉄|1瞧力嫩師に較化した>が例もみられたが,前おは必ずしもざほぬ 

(鉄加：！:栄者） 出 |[Jではないと同I制こ'MijTお?J的発展へと弊力tるものでもなく，後ホもまたシ:Cラィ" ルド地域の填な、

■— 7 6 (のめ  *-------

fli
まれたことを考慮した場合，特に近世後彻の日本にお 

いて，農村:t 業としての铁加；C業力*、特定地域にほおし 

てどれだけめ密座をもって展開されたがということ力;, 
あらナこめて間題とされるべきであろう。水任I都作経営 

を基本とする日本においては，兼営のための条件は言 

うまでもなく全く與なっナこものであったが,たとえぱ 

ニ 木 (播磨) ゃ 兰 条 後 ）を中心とする周辺鉄加:!こ業 

地域においては, 近世後期ともなれぱ分:?密度の上で 

は農村鉄加工業が相当の展開をみせ, また幕末期.倉 

吉 （伯 割 ギ 木 次 仙 》 の千南扱製造業は類似の兼営 

形態めもとに営まれていたことカ^,それぞれ明らかに 

されており, その真体的内容のさリー層ウ究明は，辕

評

ともに今後の班究課题を提!)^しそいる。

第四tこ，は上の諧点は,近俾日本の製鉄業地帯にお 

'ける製鉄業と局辺農村社会とめ関係のあり方,，吏に製 

鉄業そのものの基本的性格の問題に# し, 照明を#え 

るものi 言えよう。 • ,
本書をり拳げたそもそもめ関心は，近世日本の艘 

鉄 ’鉄加工業史との比較に発するものであ力た。靠者 

が西洋IS済史め專欢者ではないために, 紹☆が冗長な 

ものとなった反面,看過した点や誤読があったかと思 

う力V そうした点についてば御寛をと御教示のはどを 

お願いしたい。

大 貫 朝 義 (链济学部0JJ手)

とはキの出自*存在形態を全く與にしていた》拙稿•'近世鉄山業の研究動向と展望J (-*) (Sffl学会誌66—4 , 1973) 
47〜48, 57頁を拳照。鉄師（製鉄業者）>こよる鉄加工業の兼営は，幕末JWのIII陰地力セもお干みられたが，束北地方で 
は近世後半期に比較め多く行われている森嘉兵ホr日本僻地め史的研究j 下巻（法政大学出版高, - 1970) 593-^597, 
619〜638貝を参照。 * ；

注( 1 0 )なお, 以上の諸/̂ jCに速して, 別稿びちW学会雜誌J 67き！2号) を摊 .している, :，また, . ，シi プイツレド地域につ 
k、では, 学友の酒利央が地域史riif究をすすめておられる|.{|でibることmmしておべ， ：

. ‘...， ------- 7 7 (815) - — * -
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